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「Sensors」「Data」「Flow」「Numbers」「My Blocks」の 8 カテゴリに8種のコマンドが用意されている 
（表 1 ）。画面左のタブからカテゴリを選び、ブロック型のコマンドを画面中央のプログラミングエリアにド
ラッグし、ブロックを繋げるようにしてプログラムを組み立てる。例えば、モータが 1 秒間回転し、その後













授業は 1 日目を  校時（ 1 校時は1.時間）とし、 2 日目より  日目最終日までを  校時で実施する。受
講者は1名を定員とし、授業運営は筆者と学生アシスタント 1 名で行う。教室はレイアウトが自由な多目的
教室を使用し、受講者の作業スペースと作品製作で使用する各種素材やツールを置くスペースを設ける。ま































onfor」「motor on」「motor off」、ライトを制御する「setlight color」「light off」、サウンドを制御する「play 
sound」、および繰り返しの制御に関わる「forever」「repeat」、タイミングを制御する「wait」の基本コマ






出力に関するプログラム制御を活用する作品製作として、車型ロボットづくりに取り組む。受講者は 2 名 1
組で、図 7 のスタート地点から 2 つのゲートをくぐり、ゴール地点までコース上に設置されたボールを運ぶロ
ボットを製作する（図 8 ）。グループ分けにもクリケットを用い、センサと赤外線コミュニケーション通信を
活用したパートナー探しゲームを行うことで、以降で紹介する機能についての簡単な紹介も含める（図 9 ）。









クリケットに接続した 2 つのモータに対して、個別に駆動時間やパワー、回転方向を細かく制御している 
（図12、図1）。




の「if then」「if then else」コマンドについての説明後、表 6 の練習問題を行う。問題 1 から  は、「touch？」
「loud？」「dark？」の判別条件が予め設定されたコマンドを利用する課題、問題  から 6 では、センサから
の値を利用し、「＝」「＞」「＜」「and」「or」を使った論理式を用いる課題である。最後に応用課題として、
実際のサンプル作品を制御しているプログラムを、その動作から想像しプログラム作成する。サンプル作品













































もしくは「if then else」コマンドが利用されていた。また、変数の取り扱いに関わる「store in box」「box」
も1作品中1作品で利用されている。赤外線コミュニケーション通信に関わる「newIR？」「beamIR」「IR」
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Including Control Programming in Information Education for 
Ｎon-Science Major University Students
MORI Hideki, TAKEDA Toshiyuki 
We designed and practiced control programming lessons aimed at non-science major 
university students using tiny programmable computers. While students worked on three 
programing exercises and made three program-controlled products, they created varieties of 
works with programming commands for conditional branching, variables, and infrared 
communications. This paper reported on how we designed the lesson and how the lesson 
worked.
